
令和６年度第１回総合型クラブ部会 議事要旨 

日時 令和６年４月２６日（金）午後１時から午後３時 

場所 県民総合運動公園陸上競技場１階１０２会議室 

出席者 

山口 清、橋垣真美、岩永孝博、西田由実、ニノ文昭子、三角陽司、橋垣真美、内

野敦子、下山優子[来場９人]、太田黒尚子、野島弘宣[事務局２人] 

［欠席］桝田康代 

 会  議  内  容 

１ 開  会 
２ あいさつ（山口部会長） 
３ 報告 
（１）各委員から近況報告 
山口：発足時から会員半減し、危機感がある。広報のためチラシを配布した。 

本年度当初は会員が３７０人で、昨年から２０名ほど増えた。 

寺本：コロナ後、会員が元に戻っていない。６７０人で１００人減。 
コロナ禍でイベントができなかったため、繰越金が溜まっている。 
コロナ中に設立２０周年を迎えたため、今後周年イベントを行う予定。 

岩永：会員は漸減。コロナ後持ち直してきているが１０００人を超えることは暫くなさそ 
う。クラブ内の新陳代謝を図っている。女子部活の社会体育以降はＲ７からに延び 
た。指定管理者事業について、支出が増えるが収入が変わらないため、課題。 
クラブ会費の値上げを検討している。 

三角：会員が５４０名、設立５年目を迎える。 
現在、野球の会員が５５名。大谷効果で増えている。上手下手関係なく野球を好きな 
子が来ている。女子バレーも増えている。 
ただし、以前から実施されてきた社会体育の種目は増えない。ニュースポーツ(モル 
ック、ボッチャ）から広げていきたい。ピラティス、キッズ体操も人気。 

下山：会員数は現状維持３５０～３６０名程。３０～４０代の会員がいない。新規の大人の
会員確保が難しい。サークルメンバーは変わらない。定年退職後の職員募集をして
いるが申し込みがない。指定管理も第６期目の改正となる。資金繰りが悩み。 

西田：会員数は５００名。ピークの６００人に届くことはないだろう。 
部活移行で町外の指導者が離れた。エンジョイ系のプログラムを充実させるのがク 
ラブの役目だと感じている。 
予てからの課題だった会員証を無くしたが、会員からの文句は出なかった。スマー 
トレジを導入し、手書きの領収書書きから解放された。 
指定管理者が始まり１３人雇用した。児童クラブの指導員は介護予防事業参加者に 
声掛けし確保している。 

内野：昨年末で会員数１２３人。月２回のプログラムを実施しているが、そこへの希望者が 
多いと感じる。４月時点で１２０人を超えている。資材を他クラブから借りてイベ 

ントが成り立っている。他クラブや企業とのつながりの大切さを感じている。 
二ノ文：現状維持。年会費会員は多い時は５００人いたが、２５０人に半減。 

委託事業、従業員を雇いながら総合体育館の運営を行っている。外国人の体育館利 
用が増えている。体育館の受付業務のため、スタッフもアプリ導入して外国語に対 
応。企業からのアプローチも増えている。 

橋 垣：会員数は３４０人。コロナ後に徐々に増えている。 
２０代の事務局員を１名雇用したが３カ月で辞めてしまった。 
昨年度は念願だったクラブのホームページを立ち上げたり、九看大と連携ができ 
るなど、実施したかったことを達成してきた。 
ミニバスケを通じて他クラブとの連携が生まれている。 
長洲町も企業が多いこともあり、トレーニング室の利用はほぼ外国人。 

４ 議長選出（山口部会長） 



５ 内  容 
（１）令和５年度事業報告及び決算報告について（資料 P１～１０） 
 ・本会の総合型地域スポーツクラブ育成支援事業について、令和５年度事業報告及び決 
算報告について事務局から説明。 

（２）令和６年度登録状況について（資料 P１１） 
 ・令和６年度の全国登録の状況について事務局から説明。 
―意見― 
西田：登録証はダウンロード形式でよかったのではないか？ 
事務局：事務局としても送付しないといけないため、ダウンロード形式が望ましい。 

（３）令和６年度クラブ承認手続きについて（資料 P１２～１５） 
 ・県教育委員会が行う本県独自のクラブ承認手続きについて事務局から説明。 
（４）令和６年度事業実施内容について（資料 P１６～１７） 
 ・事務局から下記４事業について説明し、部会員で協議した。 
① 県委託事業「県内クラブ交流事業」 
② 県委託事業「地域スポーツ指導者研修会」 
③ 国庫補助事業「令和６年度地域スポーツクラブ推進体制基盤強化事業（地域のスポー

ツ環境基盤強化）」 
④ 令和６年度総合型地域スポーツクラブ活性化事業 
―意見― 
岩永：プロモーションビデオはキャッチーなイメージしやすいものにしてほしい。 

熊本出身のアーティストや縁がある人をキャスティングしてはどうか。 
山口：企業協賛を入れないのか。 
岩永：企業協賛は手間ががかる。そのエネルギーを掛けられるか。 
三角：富合も協賛会員に対してはバナー作成に切り替えた。 
橋垣：企業から依頼がある場合も。長洲はバドミントン大会に協賛を出してもらい、告知 

関係の見返りとした。 
西田：パリ・オリパラ。地元出身者を応援する以外のオリパラの楽しみ方をしている事例 

を知りたい。 
（５）令和６・７年度総合型クラブ部会員の選任について（資料 P１８） 
 ・事務局から役員改選及び６月以降に役員の選任について依頼する旨説明。 
６ 意見交換 
岩永：会計ソフトは何を使っているか。→会計王 
三角：登録認証制度：例えば「学童」の認証を受けたら学校にチラシが配布ができるな 

どの特典を付けてほしい。 
岩永：ドローンを点検に入れていたが。取り入れているクラブはあるか。 
橋垣：長洲にドローンの会社がある。 
西田：デジタルサイネージを導入しているクラブはあるか。 

菊陽、上天草にあるが、ただし行政の持ち物。 
７ そ の 他 

８ 閉  会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 


